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工　　　研究主題

一人- ��ﾈ,ﾉ�i6ｸ*｢�自分のよさやできることを生かす 

作業学習の取り組み 

Ⅱ　　研究主是重富受定の理由

わたしたちは, ｢一人一人の将来の豊かな生活につながる｣という本校研究の視点から｢卒

業後｣という将来に最も近く,学校生活から社会生活-の移行のときを担う高等部として,研

究の視点を次のように考えた｡

一人 �ｩ�ﾈ,ﾉ�i6ｲﾂ�一人 �ｩ�ﾈ,ﾉ�(ｼhﾎ8,ﾉ�hｨ��

自分のよさやできることを生かすこと 

1　-人一人の生徒,一人一人の卒業後の生活

わたしたちは,生徒一人一人が現在及び将来において豊かな生活を送るためには,どのよ

うな課題や指導内容･方法があるか(教育的ニーズ)を以下の二つの視点から考えた｡

一人一人の生徒を大切にする

生徒一人一人の豊かな生活橡を,生徒,保護者,教師がともに考えるとともに,生徒の

状態像を的確に把握することが大切である｡

0-人一人の生徒や保護者の願い 

○生徒自身が持っている適性や能力 

○発達,生活上の課題 

卒業後の生活につながる 

･- �.､__山 千 懸濁 

､｢.:●∴ ) _.}:一 

- 

∴∴十十.ら:二一†, ′ 

空リー ●､ 

∵∴∴∴∴∴∴∴｢∴ 亢R�

高等部卒業生の生活を見てみると｢持てる力を十分に発揮しているか,心から楽しめる

趣味を持っているか,人や地域社会との豊かなかかわりがあるか｣といった問いに対し自

信を持って｢YES｣と答えられる方は少数であろう｡それは,わたしたちがこれまでも

大切にしてきた生活の視点に｢より現実的な,具体的な｣という視点が不足していたこと,

｢自分で○○する,自分で決める･･-｡｣というような生徒の主体的な活動を重視するこ

とが不十分であったことが要因として挙げられるのではないか｡したがって次のようなこ

とが大切になる｡
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○　一人一人の卒業後の生活を想定すること

○　卒業生やその進路先からの情報を生かすこと

○　福祉施策や労働施策の充実や社会の変化に対応すること

○　主体的な活動を人や社会とのかかわりの中で発揮できるようにすること

わたしたちは,上述の二つの視点に立って教育的ニーズを導き出し,今後の指導内容や指導方

法の工夫,ひいては新しい教育課程編成の基盤として位置付けたいと考えた｡

2　自分のよさやできることを生かすということ

高等部の3年間という限られた時間を思うと,生徒たちがそれぞれ卒業後の生活で生かすこと

のできる実際的な力を身に付けて豊かな生活を送ってほしいと考えるのは自然な願いであろう｡

わたしたちは,この将来の豊かな生活を次のように考えた｡

何らかの働く活動 �,偃h.��x-�+�,h,ﾈ,X*ｸ.��hｨ��

自己選択,自己決定のできる生活 

人とのかかわりの豊かな生活 

余暇を楽しく過ごすことのできる生活 四　囲
I　＼

このような生活を全ての生徒が送れるためには,生徒の持っている主体性を引き出し,個性を

尊重し,特性や能力を最大限に発揮できる,すなわち｢自分のよさやできることを生かす｣よう

に働き掛けることが重要である｡そうすることによって,生徒が自ら,自分にとって必要なこと

の達成に意欲を持って取り組み,その結果成長し,自己実現を図っていくことにつながると考え

るからである｡わたしたちは,この｢自分のよさやできることを生かす｣ということを高等部の

担う役割(特性)から,将来の豊かな生活に欠かすことのできない事項として,学部研究の視点

に取り上げた｡

3　作業学習中心の教育

一般に知的障害養護学校における職業教育は, ｢将来の社会参加･自立を目指し,社会人とし

て必要な知識,技能及び態度の基礎を身に付ける｣ことをねらいとし,作業学習をその中核的な

指馨の形態と位置付け,取り組んできている｡新しい教育課程の編成に当たっても,一人一人の
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生徒の将来の豊かな生活を目指しており, ｢働く生活｣そのものと言える将来の生活に密接に

かかわる作業学習を充実させ,指導内容,指導方法を明らかにしていくことは,本校高等部な

りの職業教育の充実,今後の他領域,教科の研究,そして教育課程編成の基盤になると考える｡

Ⅱ宣　　研究目白勺

一人一人の生徒が｢卒業後に自分のよさやできることを生かして生活すること｣につなが

る作業学習の内容や支援の在り方を明らかにする｡

Ⅳ　　研究仮説

○　現行の指導計画を｢一人一人の生徒,一人一人の卒業後の生活｣に視点を当てて導き出した

｢教育的ニーズ｣から見直していくことにより,一人一人の生徒が自分のよさやできることを

生かす作業学習の内容が明らかになるのではないか｡

○　生徒自身が自分のよさやできることに気付き,人とのかかわりのなかで発揮できるように授

業を改善していくことにより,卒業後に自分のよさやできることを生かして生活することにつ

ながる支援の在り方が明らかになるのではないか｡

Ⅴ　　研究lブヨ容　一　方法

1　教育的ニーズの把握と分析

高等部の生徒の教育的ニーズを導

き出すための視点を整理するととも

に高等部の集団としての教育的ニー

ズを分析し,そこから高等部で身に

付けることが求められる指導内容,

作業学習で求められる指導内容を明

らかにする｡

2　作業学習の内容の整理

｢教育的ニーズ｣を基に現行の指

人一人の将来の豊かな生活 

一人- 一人一人の ��ﾈ,ﾉ�i6ｸ齷Z｢��(ｼhﾎ8,ﾉ�hｨ�,X*ｸ.��のよさ ことを �."��h*�+r���

88 豫S����8�h��ｬR�漢 丿ﾂ�

1 仆8孜4�6ｨ�ｸ5�,ﾉF8簡,b�分析 臆 �� 
○1 �5552��+�+�+�+�+�+�ﾚ2�

2 俥ﾈｼhｧx�,ﾉ>�vX,ﾈﾇ佛ﾒ� ��
SSSS �� 

3 倡窺X,ﾉ��.雲ｸ,ﾉk隕ﾘ峇� ��
賀l賞 ��=ここここここ=｣ 

掘割の掃蕩蒲団 �� 

図1　研究内容,方法

導計画を見直し,作業学習の全体計

画の整理の方向性を明らかにする｡指導内容の選択,組織に当たっては,斑別作業に絞り込み,

｢自分のよさやできることを生かす｣という視点も加えて整理する｡

3　支援の在り方の明確化

｢自分のよさやできることを生かす｣という研究主題に掲げた視点をどうとらえるのかを明

らかにし,先に述べた豊かな生活像に近付けるためには何が必要となるかを生徒自身の力,わ

たしたちの支援の両面から整理する｡そこから授業分析の観点を焦点化して導き出し,具体的

な支援の在り方を明確にする｡
I
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"Ⅵ　　研究の実際　　　　　　　　　　　　　　　

1　教育的ニーズの把握と分析

(1)教育的ニーズを導き出すに当たって

ア　初期アセスメントに基づく情報収集,実態把握

0　-人一人の生徒や保護者の願い

(将来の願う生活像及びそのために身に付けさせたい事柄等)

○　生徒自身が持っている適性や能力

(興味･関心,意欲,好きなこと,領域別初期アセスメント等)

○　発達,生活上の課題(生徒の成長,生活に関する情報,領域別初期アセスメント等)

イ　卒業後の生活につながる,より現実的な視点による分析

0　-人一人の卒業後の生活を想定すること

生徒や保護者の将来に対する夢は,尊重しつつ,より現実的な視点で卒業後の生活を

想定して,そのために必要な事柄をともに考える｡

○　卒業生や進路先からの情報を生かすこと

このことは,社会に適応し得る生徒を育成しようということだけでなく,生徒が｢自

分のよさやできること｣を発揮できる生活を送るために求められていることとも言える｡

｢知的障害者の就労の現実と継続に関する指導の課題　一事業所･学校･保護者の意見

の比較から-｣ (日本障害者雇用促進協会　障害者職業総合センター)によると,表l

のように一般就労に向けて事業所が強く求めている課題は生活する上で誰にでも必要な

基礎的で一般的な事柄と言える｡

表1　一般就労実現のための課題(事業所)
領域 �ｹ�b�

日常生活 唸6x488ﾈ*ｨ自�ﾈ,Yy駅�,X*ｸ.帝�磯h,ﾈ7ﾘ6��ｸ*ｨ荿.ｨ.��

職業生活 唳Z�/�k9&h,X鰄,�,H*(*�,�*"��i+ﾈ,�(ﾘ�8/�[x*ﾒ�

･自他の物が区別できる.約束を守る 

･目印で自分のものが分かる.怠けたり手抜きをしない 

･食事中騒いだりしない.うそや言い訳をしない 

･道具を使ったら必ず返す.できないときにごまかさない 

･むやみに休まない 

協調性 唳�xｽ�,��ﾈ,�*�*(+8,(/�+x.定齷Zｨ�訷,為9:�/�+X,�*"�

意思の表示 唳kﾉ��/�ﾌH,�.ｨ+ﾘ.y]H馼/�+x.��

次に,本校卒業生の進路先-のアンケート(本校研究紀要第11集)では,本校の卒業

生自身が困っていると思われることとして, ｢返事があいまいで会話が続かない｡｣ ｢自

分の意思をうまく伝えられないことで消極的な姿が多い｡｣などの職場での対人関係(コ

ミュニケーション)を一番の課題に挙げている｡職場や施設の方が困っていることに関

しては,こだわりやパニック,勝手な行動を取ること,指示理解が難しいことなど,知

的障害児の特性によるところが課題に取り上げられている｡続いて学校教育に今後望む

ことに関しては,基本的な生活習慣の獲得を課頴として取り上げ,その中では｢あいさ

つや返事｣ ｢身の回りのことは自分でできるようになってほしい｣ことなどが挙げられ

る｡つまり,日常生活の中での課題の解決,仕事を進めていく上での基本的な態度と言

える｡
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○　福祉施策や労働施策の充実や社会の変化に対応すること

｢社会福祉基礎構造改革｣

｢法定雇用率の引き上げ｣

｢就労支援･生活支援の具体化｣

｢生徒を取り巻く地域社会の意識の変化｣等

○　主体的な活動を人や社会とのかかわりの中で発揮できるようにすること

わたしたちは,生徒が,アで明らかになった一人一人の特性を生かして主体的に活動でき

るように適切な課題を設定しなければならない｡また,イを受けて,一人一人の特性を人(荏

会)とのかかわりのなかで望ましい形で発揮できるようにということを念頭に置いて課題を

探る｡

(2)教育的ニーズの分析

ア　教育的ニーズ

生徒一人一人の教育的ニーズを上述のような視点から導き出し,社会生活,職業生活,コミ

ュニケーションに分けて,高等部全体では,どのような教育的ニーズがあるか,把握を行った｡

その際,個々の教育的ニーズを具体的な行動として達成が求められる力と意欲･態度などの内

面の成長の二つに分けてとらえた｡

(チ)具体的な行動として達成が求められる力

･　社会生活(職業生活)に関しては,小遣いを自分で管理したり,時間を意識して行動し

たりすることなどの実生活に役立つ実際的な力が求められている｡

･家庭生活に関しては, ｢家庭科｣の内容そのものと言えるような調理や洗濯,掃除など

の基本的な方法を理解し,実際に手伝い等の場面で生かすことが求められている｡

･　コミュニケーションに関する項では,自分の思いを相手に伝えることや分からないこと

や困ったことがあったときに相手に伝えることが求められているが,ここでは,日常の生

活場面で,というより家族以外のあらゆる人とのかかわりとの関連が強い｡

○　実生活に役立つ一般的で実際的なこと

○　生活自立に必要な,家庭生活に関する基本的なこと

○　周囲の人に確実に自分の考えを伝えることができること

(I)意欲･態度などの内面の成長

ここでは,物事に対する意欲や主体的な行動に関することと,嘲く上での意欲･態度や興

味･関心に関することが特に求められている｡一人一人の子供によって,求められる力は様

々であるが,おおよそ次のようなことが求められている｡

○物事に興味,関心を持ち,人とのかかわりの中で主体的に行動すること 

○気力やたくましさ,意欲といった捌く-(仕事をする)i上で基本的な態度を身に 

付けること 

○興味あるものを増やし,自分の好きな物,好きなことを作ること 
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イ　作業学習で達成が求められる力　　　　　　　　　　　　　　

個々の教育的ニーズを基に作業学習において身に付けることが求められる力を,同じように整

理すると以下のようになった｡

また,現行の指導計画において達成が可能であるかを3段階(㊨-達成のための内容が十分盛

り込まれている, 〇一盛り込まれているが不十分である, △-ほとんどかかわる内容がない)で

示した｡ (表2)

表2　作業学習で達成が求められる力

領域 俥ﾈｼhｧx�,从�-�.x.ｨ.處ﾒ�現行指導計画 

具 体 的 な 行 動 倆�檠�hｨｉ�Xｼi�b�◇金銭処理に関すること ��ｲ��ｲ�x��

･販売活動の経験､を通して実生活に生かす 

◇時間.時刻(磨)の概念形成に関すること 
･作業の始まりや終わりの時刻が分かる 

◇働く上での基本的な知識.技能に関すること 

港)に関する項目 唸ｴ�､(,ﾉ��ﾞﾈ,亅X.ｨ.��
･製品の良.不良を区別する ���x��

◇体力の向上に関すること(身体機能の向上も含む) 
･長時間の労働に耐える 

･手指の巧ぢ陸の向上 ���

家庭生活に ���+)yﾘ.)�I�8,亊h+x.�+�,b�○ ･調理のレパートリーを増やす 

関する項目 唸彿.ｹ6H峪�ｹV�,ﾉy駅��△ 

コミュニケ-シヨ ���4ｹ��,�*�*�.ﾘ.雲ｸ,亊h+x.�+�,b�㊨ ･何らかの伝達手段(サイン等)を通した意思伝達 

ンに関する項目 唳�ｨ訷.(�ｨ,��+h+ﾘﾋ駢Hﾊﾘ*"�㊨ 

･自分から進んであいさつをする ���

･相手の話をよく聞く ��ﾒ�

内 面 の 成 長 倆�檠�hｨｉ�Xｼi�b�◇主体的な行動に関すること ��ｲ�

･自信を持って行動,発言する 

･見通しを持って物事に取り組む ���x��

◇働く上での態度に対すること 
･責任を持って取り組む 

･役割意識を持つ ��ﾒ�

宿)に関する項目 唳(ﾘ�8/��(h+x.鎚鰮��+x.��㊨ ○ ㊨ 

◇働くこと-の興味.関心.意欲に関すること 
･興味のある活動を増やす 

◇集団参加に関すること 
･けじめを付ける 

･集団のきまりを守る ���

家庭生活に ��韶��疫ﾘ恫,ﾈ曁+(+Y_ｲ�,亊h+x.�+�,b�△ 

関する項目 唸ﾔH*ｸ,葵�:�/�¬j�,h+X,I�h*�+r�

コミュニケ-シヨ ��韵ﾈ鈷,ﾉ�ﾂﾘ,ﾉ���4定�9w�4�,�*�*�.ﾘ.雲ｸ,亊h+x.�+�,b�○ 

ンに関する項目 唸�鈷,ﾉ�ﾈ,���+X,I�(+ｸ*H,h+x.�9w�/�麌+r�

このように,一人一人の教育的ニーズを基に作業学習で求められる力について整理してみると,

その達成のために必要な内容が,現行の指導計画においてほとんど盛り込まれていることが分か

る｡しかし,実生活で役立つ一般的で実際的な力(金銭管理,時計の利用など)や家庭生活に関

する基礎的な力(調理や洗濯など),余暇利用に関することや自分自身を発揮する主体性といっ

た内容には,これまでの作業学習では十分対応しきれていないということが分かった｡
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2　作業学習の内容の整理

(1)作業学習の構造,目標の整理

ア　作業学習の目標

本校高等部のとらえている職業教育のねらいについては先に触れたが,学部教育目標を受

けて具体的には次のように考えた｡

社会の中で,自分を取り巻く人々と豊かにかかわり合いながら,働くことを通して主

体的,自立的な生き方ができる生徒を育成する｡

この目標の達成のためには,作業学習,現場実習,進路学習,それぞれの密接な補完関係

が重要である｡それぞれの目的は次のように考えた｡

(ア)作業学習

○働く意欲や自覚を持ち,生産活動を通して製品と社会との関連(現実度の高い製 

品作りによる充実感と厳しさ)に気付くことができるようにする○ 

○環境美化や家庭生活に関する作業活動を通して,奉仕の心を身に付けたり,自己 
の価値に気付いたりできるようにする○ 

○自分の役割や仕事を最後まで果たし,動くことの大切さや現場実習-の心構えや 

意欲を持つことができるようにする○ 

(I)現場実習

○実際の職場で繊くこと,人とかかわることを通して,社会人としての生活を具体 

的にイメージし,卒業後の生活の見通しを持つことができるようにする○ 

(ウ)進路学習

○自分を生かす進路を選択する力を培い,卒業後の社会生活,家庭生活のための知 

織や技能を習得することができるようにする○ 

イ　作業学習の構造

現場実習や作業学習以外の指導の形態による進路学習との関連や表2の教育的ニーズを基

に導き出された作業学習で達成が求められる力の分析を考慮しながら,次のように作業学

習の構造(作業学習の形態)と主な内容を整理した｡ (図2)

作業学習 儉y¥ｨﾞﾈｼb��(生産活動を中心に (環境美化に関する で勧く活動) (家庭生活に必要な 共通作業 

コース別学習 

��刮ﾆ庭コース(仮名) 
生活コース(仮名) 

図2　作業学習の構造
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した内容)

作業やボランティア活動,集団の中

実際的な内容)

(調理や洗濯,掃除などの基礎的な

鼓能の獲得)

(調理や掃除,片付けなどの経験拡大)



｢コース別学習｣の取り組みは,教育的ニーズの分析結果から現行の指導計画では十分対応

できていなかった実生活で役立つ一般的で実際的なこと,家庭生活に関する基礎的なこと,余

暇利用に関することを効果的に指導できるように考え,本年度から取り組み始めた｡家庭コー

スは,卒業後を想定したときに家事全般が可能な限り一人でできることが求められる生徒を対

象にしている｡生活コースは家事や自分の身の回りのことに対して多くの支援を要し,手伝い

等の経験弦大が求められる生徒を対象にしている｡それぞれの具体的な内容については現在整

理中であるが,学校で取り組んだ調理の献立を基に家庭で一品のおかずを作ったり(家庭コー

ス),季節や行事に応じたお菓子,デザート作りに取り組むなかで主体性を発揮したり,家庭

で母親と一緒に調理したり,手伝いをしたり(生活コース)などの成果が見られつつある｡

(2)指導内容の選択,組織

ア　年間指導計画における題材の選択･組織

題材を整理していく際,作業学習の目標の達成を念頭に置いた上で,生産活動,作業活動を

通して気付きや成就感を持たせたり,あるいは,意欲や態度を育てようとするときに,現実度

の高い製品作り,働くことの厳しさや働く意欲を感じたり持ったりできるような活動を用意す

ることが重要である｡したがって作業学習では,常に新しく現実度の高い製品の開発は進めな

がらもこれまでに取り組んできている製品作りを基本にしたいと考える｡しかしながら,コー

ス別学習については新たな取り組みとして上述の作業学習の目標に,具体的な教育的ニーズ,

生徒のよさやできることを生かすという視点を当てて生徒の卒業後の生活につながる内容を様

々な形で盛り込むことが重要になる｡

イ　単元･題材における指導内容の選択･組織

ここでは,社会(地域)に出て働く経験,社会に出て認められる経験が生徒のよさやできる

ことをさらに発展させると考え,これまで以上に社会との関連を強請した内容の配列に心掛け

た｡ (例,定期的に販売の機会を設定する｡題材の導入時には十分に時間をとり,製作(栽培

等)する品目,規格,材料購入,販売計画,販売などに生徒自らかかわるようにする｡)

題材は1つの仕事に習熟するた

め学期,年間を通して,というよ

うに長期的なスパンで設定する｡

また,題材とは別のテーマを設け

て,そのテーマに向けた製品作り

に取り組むことで働くことに対す

る意欲を高めたり,短期的な見通

しを持たせたり,実社会に近い状

況を作ったりする｡ (表3)

具体的な学習活動は,一人一人

の教育的ニーズやよさやできるこ

とを考慮し,また,生徒主体で活

動できるようにという視点を大切

にして設定する｡

表3　題材一覧(木工班Hll年度)

月 ��胃駝ﾂ�刄eーマ等 

5 6 7 ��ｸ*(.ｸ*(.ｸ,�;仞�,ﾈ諄*)_ｲ�劼現場実習｣ 
〟 I I I I I I I I I , 價�Z�,ﾉ�ｸﾞﾂ�

9 10 ll 12 ��○力 I I I i I I I i i I i 唳Z�,ﾉ�ｸﾞﾂ��ｸ7�99zx,H,ﾉ�ｸﾞﾂ�������｢現場実習｣ ｢附養まつり｣バザー ｢ボーナス｣ 

I 2 3 ��i I I I I 〟 l I I I I ��｢施設訪問｣プレゼ ント ｢販売会｣ 
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3　支援の在り方の明確化

わたしたちは指導方法の改善に当たって,主題に掲げた｢自分のよさやできることを生かす｣

ということを大切にしたいと考えた｡具体的には,教育的ニーズ,一人一人のよさやできること

に基づく個に応じた授業づくり,自分のよさやできることを基にした生徒の主体的な活動を引き

出す授業づくりを目指す｡

(1) ｢自分のよさやできることを生かす｣とは

わたしたちは｢よさやできること｣は, ｢よさ-適性｣ ｢できること-能力｣というアセス

メント等によって見えてくるものと,生徒の｢できる,できない,良いところ,悪いところ｣

というような部分的なとらえ方ではないそこにいる生徒そのもの,全体像という2両でとらえ

た｡前者は,教育的ニーズの中に具体的な行動として,あるいは意欲や態度面の課題として表

れてくるもので,後者は,生徒をいかに肯定的にとらえることができるか,そして｢生かす｣

かという支援の在り方に表れてくるものと考えた｡また,全体像としての｢よさやできること｣

を生かすためには,生徒自身が自分らしさに気付き,それを意識して人とのかかわりのなかで

(状況に応じて)主体的に行動することが大切であると考え,自己認知,人とのかかわり,自

己選択,自己決定をそのための要素としてとらえた｡

(2) ｢自分のよさやできることを生かす｣ために(目指す授業像)

自分のよさやできることを生かすためには何が必要となるか｡生徒自身の力,わたしたちの

支援の両面から考えてみたい｡ (表4)

表4　自分のよさやできることの要件

生徒自身の力 �.ﾘ+ﾘ+X+ﾘ+�,ﾈ辷腕�

自 ��ｸ齷Zｨ齷�x,ﾈ.h+2ﾈ,X*ｸ.��●よいところを賞賛すること(賞賛は生徒のさら 

ことをできるだけ正確に �,�.�9w�,�,(,�*ｨ.��ｲ��

知ること ��ﾈ.�*H晴+X,Y$)�ﾈ,X*ｸ+ｸ*H,�+�,h/�(i�8,��i6ｸ,�ｲ�

己 ��ｹ|x*(,h+�.ｸ+�*�,X,�*ﾒﾂ�題意識を持たせること(自らの課題を達成した喜 

認 仞ｨ訷,�+�,bﾈ齷Zｨ齷�x,ﾂ�びは向上心につながる○) 

知 �ｹ��,�,yyﾘ��+X,H*(.�+��●集団の中で役割意識を持たせること(自分の役割 

と(自分自身を発揮する �,ﾈ*�.��hｨ�,ﾙ�9D8ｫH,�,(,�*ｨ.にo�ｨH/�惠+ﾘ+x+��

こと) �,h,ﾘ齪ﾌ委榎ﾘｫH,�,(,�*ｨ.����

人 ��(齷Zｨ/�Jﾘｯh+x.����ｲ��｢�▲闇雲に主体性を発揮するのではなく時と場に応じ 

かと 傀ｨ/��8�+x.�+�,b�て発揮させること 

かの ��(.h.榎x*ﾘﾊ�.x.ｨ+ﾘ*"ﾉDb�▲生徒が人とのかかわりの中で正しく自分自身を発 

わ り �-�,H-�+X*(,h*(*Hｮ�*(/��鰄,(+�,b�揮できるような場の設定 

白 ��韭兒ｨ,ﾈ.(.�+ﾘ*(+�,h/�齟�◆分かりやすい選択肢を準備しておくこと,選択の 

自己 兒ｨ,Y��/�+�.な.h*ﾘﾖﾈ*b�機会を多く与えること 

己選 �+ﾘ�8,X齷Zｨ齷�x,Xﾈ�.�+R�◆決定までには時間を掛け,適切なアドバイスを行 

決択 定. �+ﾘ.�+x.�+�,b�い,最終的には生徒の決定を尊重すること 

上の表の要素が満たされている授業がわたしたちの目指す授業橡である｡具体的には,作業

学習における目指す軽業橡として次に設定した｡
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○　作業学習における目指す授業像と授業分析の観点

○生徒一人一人がそれぞれの仕事や役割を持ち,責任を持って与えられた仕事(役割)を 

果たす作業学習○ 

○生徒一人一人が可能な限り自分で考え,行動する作業学習. 

○生徒一人一人がそれぞれの目標や課題を意識して取り組む作業学習o 

○生徒一人一人が達成感や成就感を味わうことのできる作業学習o 

表5　授業分析の観点
授業分析の観点 ��i6ｸ,ﾈ���教師の支援 

役割意識や責 ��駮�ｨH/�齷Zｨ,Y�����◆分かりやすく伝える○ 

する○ ○仕事場に来たら, 自分の役割が分か る○ △○期待される役割 が分かる○ 宙ﾌ(,��+h+ﾙ/�鹵ﾉ����闊,ﾉ�H,�,r��

◆生徒の意思を受け止める○ 
任感を持って活 �(表情,身振り,指差し,サインなど) 

動しているか 凵汾ｶ徒の意思決定を尊重する○ ●▲一定期間は同じ仕事に取り組ませる○ 

可能な限り自 ���+h,�*ﾘ.椅ﾈ*h.��ｲ����(�8ｻX/�ﾊ�,Hﾖﾈ*h.��ｲ�◆その生徒にとって適度な支援を行う○ ･過度な言葉掛けは控え,考える間をとる○ 

分で考え,行動 勍生徒に応じた形でヒントを提供する○ 

しているか 勍手順表等で自分で確認できるようにする○ 

◆▲分かりやすく整理された環境を作る○ 

目標意識.潔 ��ｸ�駑ｩUx/�齷Zｨ,Xﾈ�-��●◆適切な目標が立てられるように支援する○ 

る○ 售�鳧ｭBﾃ�鶯ﾃ��胃�,ﾉmｩUx/��i6ｸ,兒ｨ*��

○自分にできること �.�.(+x*ﾙ/�麌+x.��ｲ�

題意識を持って 宙ｵｩEﾉl｢�*ｩZｨ*�.��ｲ��ｸ�(�ｨ,��+h+ﾘﾗ9:�*｢�･生徒に応じて目標を決める場や手順を工夫 
活動しているか 凾ｵ,確実に意識させる○ 

●▲目標.ねらいは仕事をする際に気付きやす 
できる○ �*(見'X,傴x麌+x.��ｲ�

達成感〃成就 ��ｸ�(�x��8*ｨ,�,H*H.｢�●▲出来高チェック表などで,目標を達成した 

しいと感じる○ �+�,h/�雕ｦ�4�,�,h.x*h.(+x*(.h*H,�+x.��ｲ�

△認められてうれし ��8ｵｩEﾉlｨ,ﾘﾞﾈｼi(h,�4ｸｵに�I7瑛ｨ,ﾘ�ih,�,rﾂ�

感を味わってい �*(,hｫH+h.��ｲ��)ti$(,h耳�,舒ﾈ-H�ｲ�賞賛は生徒が分かりやすいタイミングをとら 

るか 凾ｦて行う○ 

▲友達と共通の目標を立てたり,生徒によっ 

ては友達の目標も意識して協力できるように 

場の設定や仕事の分担を行う○ 
※〇一●は自己認知, △-▲は人とのかかわり, ◇-◆は,自己選択,自己決定にかかわる姿,支援(表4参照)

I～ �����(��)���∴. � ���ｨ耳示�ﾓｩ?�ｶ�ﾜ��｢��ｸ�ﾂ�

軸 俐rﾒﾘ�2� ��( 

､∴＼ ��

灘./鶴 唸�疫�� ��∴ ′∴∴ 

瀧専務欝 劍���r���

"一一護.. ����

秦も.&}｢顕著罵."膿T. 剪�
′i ●● 



Ⅶ　　実践事例　こ　政男,J作業農耕班の実践力ヽら

研究の理論を受けて,斑別作業の農耕斑の現状から見えてくる課題を整理し,生徒にとって必

要な生活重視の指導内容の選択･組織はどうあればよいか,また生徒一人一人のよさやできるこ

とを生かすための具体的な支援の在り方はどうあればよいかについて探ることとした｡

1　作業学習の概要

(1)生徒の実態

農耕斑に在籍する生徒7名の作業学習に関する教育的ニーズを分析し,具体的な行動とし

て達成が求められる力(生活スキル的な力･･･○)と,意欲や態度といった内面の成長(内面

的な力-○)の二つの側面から整理するとともに,研究主題に掲げている一人一人の"よさ

やできること"につながる興味･関心のある活動に着目して実態把握を行った｡

表6　農耕班に在籍する生徒の教育的ニーズの分析結果から

氏名 ��i6ｸ,从�-�.x.ｨ.�.�,ﾂ�(i�94�ｹ�ｒ�よさやできることにつながるもの 
(学年性別) 栃5�4ﾈ8ｹ4�,榎ﾘ�ｸ,i>�lｩ4�,榎ﾘ�ﾃ��興味.関心のある活動(牒学翫関して) 

T児 ��ｹ:ﾘ*ﾘｨ�:霹��,ﾈｦy�R�･根気強く取り組む態度 

(1年男子) ��ｸｾ��ｸｫHｦ���ﾉ���4�,萎ﾈｼi�I7��

U児 ��ｸ鳧ﾇh.)iｸ,ﾈ･ID���ﾂ�･友達の世話をすること 

(1年女子) ��ｸﾉ(ﾔ闕ｸ鰄.)�ﾉ|ﾘ,ﾈﾏﾈ�2��ﾉ���4定齷Jﾙ4�,��ﾂﾘ,ﾈ*�*�.ﾘ.��･賞賛を受けた際の意欲的な活動 

M児 ��ｹ+x鳧ｭI┼:ﾘ,���*h.x.ｨ.��ﾉ|ﾘ,ﾈ孜�ﾂ�･粗大運動(力仕事) 

(2年男子) ��ﾈ�(h+X,Hﾞﾈｼh,偃h.��x-��I7��･豊富な余暇活動経験(社会性) 

Y児 ��ｹ4ｹ��,�;仞�,ﾈ竧.�X*"���9l｢��･農耕及び園芸作業に対する興味.関 

(2年男子) ��ﾈ�(h+X,Hﾞﾈｼh,偃h.��x-��I7��心の強さ 

●集団の決まりを意識すること 唸.�,ﾈ.)�ﾂﾘ,ﾉ���4�,�*�*�.ﾘ.��

○兜 ��ｹ�(+Xﾋ駢H/�^(*I6�$(詹&�,ﾈｦﾉ;��･見通しを持った際に発揮される根気 

(3年男子) ��ﾉ���4�,�*�*�.ﾘ.ｈﾋ駢Hｧﾈ*�9鋳�強く取り組む態度 ･粗大運動(力仕事) 

H児 ��ｸｾ��ｸ,ﾈｬyyﾒ�･真面目な性格 

(3年男子) ��ｸｮ��)�ﾉ|ﾘ,ﾈﾏﾈ�2�･堅実な作業能率 

●意欲的に作業に取り組む態度 唳�ﾈ/�:�*�+x+�,b�

MT児 ��ｸ5H4898,�.h.�5(7�8X6ｨ5��ｸ5h8x98,ﾈ�ｫX峇�･見通しを持った際に発揮する意欲的 

(3年女子) ��ﾈﾊ�,ｨ+X/�鰄,�+ﾘﾗ9:��な行動 

上記の表から,生徒たちにとって,体力の向上や金銭の管理といった日常生活上必要な生

活スキル的な力や, ｢嘲く｣上での積極的な態度の

育成が求められていると言える｡

また,よさやできることを生かすために,ち密

で複雑な作業内容(作業工程)よりも分かりやす

い作業工程で粗大運動伴う活動内容を多く用意し

たり,具体的な見通しを十分に持たせた上で取り

組めるよう配慮したりする必要があると思われる｡　　　　　堆肥の運搬の様子
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(2)年間題材一覧及び各題材で主に取り扱った作物(平成1 1年度実施)

表7　題材一覧及び取り扱った作物

春まき野菜 �6x4X8(8ﾘ5(5bﾈ,�+y9��

春まき草花 �7ﾘ8ｨ�ｸ58�ｸ8ｸ6な5H8ｸ7(4�ﾈﾇｹ:｢ﾈ-�-ﾈ.ﾘ.����

秋まき野菜 �5H6ｨ�ｸ8ﾈ5�5な梭4ﾈ887�62ﾈ8�6h4(6(5h8Y9��

秋まき草花 �7�985x�ｲﾈ4�8ｨ5H985ｨ7ﾘ8�ﾈｾ�+�/�扞9��

ハーブ �8ﾈ8(984�8�5な7�7��ｸ7�986rﾈ8�7�985��ｹ9��

農耕斑においては,題材の配列を主に｢春まき｣と｢秋まき｣に分けて,草花や野菜の栽培に

関する基本的な知識･技能を身に付けることをねらいとしながら,作業を通して働く上での基本

的な態度を育成することに努めている｡また,平成8年度からは,天候や気候に左右されにくく,

お茶や入浴剤といった生活に身近なものに加工できるという点から,ハーブの栽培及びハーブ製

品作りの作業にも取り組んでいる｡

(3)指導内容の現状から(平成11年度実施『春まき野菜の栽培』から)

表8　現行指導計画における内容と取り組みの様子

指導内容 倡y;�,ﾈ��ﾝｸｷ�-��i6ｸ,ﾉvﾈ���

1番まき野菜の栽培 儉y¥ｨﾞﾈｼh,ﾉLy])�ﾈ,h,ﾈｭhﾅx*�.rﾈ���4�,�5�5��ｸ6x*ｩ'�.ｨ,H+X-ﾈ*(鳧ｯｩ4�,偃ﾒ�

について話し合う○ �-ﾈ*ｸ/�ｷﾘ*餤ｹwh*ｨ*�,�+ﾘ+ﾘ-��(+Xﾘx*(ｨ�:�,ﾈ鳧ｭH,ﾘ�Zｨｦﾙ]ｸ,X*ｸ,�*�,�+ﾘ*｢ﾂ�

写真や実物などを用いてどんな野菜を栽培するかを話し合った○ 

2種まきをするo �(+x+h-ﾈ*ｺ2ﾊ(,�.x-ﾈ*ｺ8,ﾉ_ｹd�/�6�*bﾈ��ﾝｸ,偃ﾘ-ﾈ*ｸ,偃h.��x/�+�*｢ﾈ巉,ﾂ�

種をまいたかフィードバックする手立てが不十分だったoしたがって生徒たちが 

学習内容を十分に理解するまでには至らなかったo 

3育苗の管理をする○ �*�/��X/�9iMI�x,�+X,I�i6ｸ+ﾘ+�,�yV8,ﾈ�8�WH*�/��ﾘ,(+ﾘ*｢ﾈ齷Zｨ+ﾘ+�,X-ﾈ*"�

た種という意識が乏しかつたため,ほとんど教師が行った. 

4農園の準備,定植 俟ｸｴ�.)��&篳*H,ｹzx,Bﾈ郢Nﾈ,�,y�i6ｸ+ﾘ+�,ﾘ�9w�4�,偃h.��x-�+�,h*ｨ,X*ｸ,H*"�

をする｡ �+ﾘ.�,ﾈ,ﾂﾈﾜ�.異�-篳ﾞﾈｼh�ｨ/�z8.ｨ,H+X-ﾈ*H,�,x,ﾈﾏXﾆ�.�ﾊ�.x.ｨ+ﾘ�ｲ�

5定植後の管理をす 乂xﾕｨﾗ8馼.(ﾋｸ�ｨ���,h,ﾈｭhﾅx,RﾉLy¥ｨﾞﾈｼh,ﾈ鳧ｭH*ｨ�Zｨ,偃h.ｨ+に�i6ｸ+ﾘ+�*｢�

るo 偃h.��x-�+ﾘｨ�:�,ﾘ皦,�,yNﾈ.(���,ﾈ-ﾘ,X*�,�+ﾘ�ｲ�

6収穫をする｡ �ｹ5hﾏ2ﾉ.���ﾎ8,ﾈｬyyﾘ*ｨ帽ｻ�+Rﾉ�Y|ｨ,假ｸｦ�+x.�+�,h,ﾘ,X*ｸ,�*�,�+ﾘ*｢ﾉ�i6ｲ�

たちは収穫の喜びを味わうことができたoしかし,栽培に関する一連の作業の流 

れを見通すことが困難な生徒が多かつたこと,無人販売中心で態人相手と直接か 
かわる機会が少なかつたことなどから生徒たちが達成感.成就感を十分に味わえ 
たかどうか疑問が残ったo 

7春まき野菜の栽培 偸H-ﾈ*ｹ��扎,ﾈﾜﾙGﾈ,i[�+�,Bﾈｧxｯｨ,ﾉKﾘ�/�ﾗ8,(+ﾘ*｢ﾉ�i6ｸ,ﾉ(h,�,ﾒﾈ,x/�,萎ﾂ�

について反省をするo 兒�/�ﾜﾙGﾈ+X+ﾘ*�9ｨ*h.x.ｨ,�*(�(.�*�,�+ﾚ���ｨ+X+ﾘ.�,ﾈ/�LﾉHH+x.乖�:�,�,(*(,B�

は興味を示した○ 
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(4)支援の在り方を振り返って(野菜栽培に関する過去3年間の取り組みから)

表9　教師の支援と生徒の様子

主な支援の観点 仆8踪,ﾉ:ﾘ*ｸｧﾈ*��生徒の様子から 

学習環境の設定 唳E��雨ｘ,X,ﾈﾜﾙGﾈ*ｩ(i�8�ｸ�&8,ﾉ(h,Xﾌ)¥｢�-働く上での基礎的な体力や持 

的な配慮をしながら,働く上での基本的な知識 ���|ﾘ,ﾈﾏﾈ�8*ｨﾊ�.x.ｨ+ﾘ�ｸ+X*�+Rﾂ�
･寂能.態度の育成に努めたo生徒の実態に応 僞��,X,ﾈｨ�:�,�*�*(,Bﾈ齷Zｨ,ﾂ�

じた手立てを工夫しながら｢全員で同じ活動に 俶H饕萎ﾈｼb�*ｩZｨ*�.x+萎ﾈｼh,��

取り組む｣ことを重視した｡ ･一斉導入から始め,生徒たち全員で今日の作 ���+x.侈�,ｨ+X/�靼,(+�,h*ｨﾚ)>��,X*�,�+ﾓ��ﾙmｩ9h,H.(�x畏(/��8�+X,H�2�

業の確認をしたり,｢今日の目当て｣｢出来南国 冽�4�,俥ﾈｼh,偃h.��x-騅ﾈ��*ｨﾊ��

標｣を決めたりした上で,作業に取り組めるよ �.x.ｨ+ﾘ+ﾘ.�,ﾈ,ﾂﾈ+ｸ,ﾈ鳧ｭH,�"�

うにした○終末においては目当ての反省を行つ �/�ｧx/�+�*�ｩ�ﾈ自�ﾈ*ｩyﾘ��+x.��

たり,出来高の確認をしたりして全員で作業を 振り返るようにした○ �-ﾈ,X,�,ﾘ險.x,�*�,�+ﾘ�ｲ�

教師の 唳�i6ｸ*ｨｨ�:�,���+X,Hﾊ�,ｨ+X*ｨ鰄,H+�,�*(.��｢�-身振りサインを添えるなど意 

令,｢どうしたの?｣など教師が積極的にかか �h,ﾉ��,ｨ/��ﾘ.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�.b�

わつたり,絵や写真を用いて一つ一つの活動に �*H,�,�,�+ﾘ.�,ﾈ,ﾂﾈﾚ(,�+ﾘ,h*ｲﾂ�

かかわり方 �,(*(,H,ﾈﾊ�,ｨ+X/�鰄+ﾘ+�+ﾘ.�+X,Ivﾈ��,�5(7�8b�分からないときの自発的なかか 

ニケ-シヨン手段を使った意思の疎通を図るよ うにした○ �.ﾘ.�*ｨ晴,�*�,(+ﾘ�ｲ�

教材.教具等の 唸ﾇ仂h,ﾉ;�?ﾉ&丶ｸ,�*�*(,Hﾞﾈｼh,ﾈﾊ�,ｨ+X*ｨ鰄,B�-個別的な配慮が特に必要な生 るような教材.教具を開発し,具体的に説明し �6ｸ,ﾒﾈ�)Eﾈ,偉�.一兒ｨ,ﾉ|ﾘ,Xﾞﾂ�

開発.活用 �,�*ｨ.xｨ駅�+X+ﾘ�ｹ<�,侘)¥ｩ4�,烏ｩ{h*ｩTｹwh,��b�業に取り組むことができていた 

(補助具.治具) �6ｸ,���+X,Bﾊ(*(*�,�,X*ｸ.�.h*H,�+x.�*�8/��ものの,一人一人(特に軽度) 

意識しながら,補助具等の開発に当たったo �,ﾉ�i6ｸ,��+h+ﾘｻ8ﾝ篳ｻ8ｾ�,ﾘ��Zｨ,h,ﾘﾋ�*h,�*�,�+ﾘ�ｲ�

以上,述べてきた農耕班の取り組みから,次のことが問題点として挙げられる｡

●●●

●　現行の指導計画に示されている農耕班の指導内容は,発達的段階に基づいて網羅されて

いるものの,生徒たちにとって,より作業の見通しが持てるようにするために,また``自

分の仕事''という意識を持てるようにするための内容も加えるべきではないか｡

●　成就感･達成感を味わうことができる内容が示されているものの,そのことが｢自分の
ら

よさやできること｣として自己認知できるような内容や,周囲の人から認められるような

内容を明確に位置付けるべきではないか｡一　　　つ-ん､●-〟- -●･一一　　　i､▲･､･ ､ I

O授業の中で,一斉指導と個別指導のバランスを考え,.一人一人をこれまで以上に大切に

した授業設計を考えるべきではないか｡ ･, /′､･1･一･･･1､'･.-+　一･}･一

〇　教師は,これまでに一人一人に応じた適切なかかわり方をしてきたのか｡ ｢自分から一

する｣という生徒の意欲をかき立てるような手立てを工夫すべきではないか｡一一,-J阜

●-指導内容に関すること, 〇･･･支援の在り方に関すること

そ-こで,これまでの反省を踏まえた上で,指導内容の選択･組織に関することと教師の支援の
I

在り方に関することについて,理論を基に改善策を探りたい｡
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2　生徒にとって必要な指導内容とは

(1) 『春まき野菜の栽培』の取り組みでの反省から

先に述べたような問題点から,現在在籍する生徒の実態と,導き出された教育的ニーズの分

析との結び付きを考慮し,以下の検討事項を挙げることにした｡

●　｢将来の豊かな生活｣につながる農耕作業の特性

●　現行の指導計画に示されている指導内容と生徒の実態との関連性

(2)作業の特性から

農耕の作業を｢将来の豊かな生活｣という視点から考えると以下のことが考えられる｡

r一一一一一一一一一一一ヽ.暑さ,寒さといった厳しい環境で働く経験ができる○ 

農耕作業の 唳nﾈﾝる��扎/�支,H.舒ﾈ-�/�j�.ﾘ*H+�,h*ｨ,X*ｸ.���･自分で育てた作物を収穫する喜びを味わうことができる○ 

特性 唸�ｦ�+X+ﾘﾞﾉZ�/���-x.舒ﾈ-�ﾈｭ8�ﾈ+x.舒ﾈ-�/�j�.ﾘ*H+�,h*ｨ,X*ｸ.��ｲ�
･収穫した作物を身近な人に販売したり,配布したりすることがで 

きる○ 

基礎体力の向上 達成感"成就感 人とかかわり合う経験の拡大

図3　農耕作業の特性と豊かな生活とのつながり

(3)現在の指導内容が生徒の実態に応じたものであるのか

体力の向上や達成感･成就感を味わうこと,また将来の豊かな生活につながることに密接に

関係すると思われる農耕班でありながら,表8のような課題が見えてきたため,現行指導計画

上の『春まき野菜の栽培』の指導内容に示されているものが生徒の実態に応じたものか,また

将来の生活と結び付くような内容であるのかを検証していく必要性を感じた｡

そこで,農耕班で身に付けることができる力を探り,精薄内容の選択･組織をしていく上で

の基本的な考え方を整理することとした｡整理する際には,生徒の教育的ニーズや｢自分のよ

さやできること｣という視点を踏まえることに留意した｡

●　``厳しい環境の中で体力の向上を図ることができる''"収謹する喜びを通してより達

成感〃成就感を味わいやすい"といった農耕作業の特性を今後も大切にし,栽培の一連

の流れに関する指導内容は継続する｡

●　教育的ニーズの分析から導き出された"身に付けてほしい力"とのつながりから,

･　粗大運動を多く取り入れた活動内容を用意する｡

･　販売など金銭を取り扱う活動を明確に位置付ける｡

･　人(社会)とかかわり合う犠会を増やす｡

という3つの観点を新たに盛り込む｡
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(4) 『秋まき野菜の栽培』の取り組みを通した指導内容の改善

これまで述べてきたことを踏まえ,本題材に取り組むに当たって,以下の点に留意した｡

●　取り扱う作物は,寒さや病害虫に強く,秋まき野菜の中でも栽培の比較的容易なサニーレ

タスを中心的に取り扱う｡

●　栽培方法は,従来の農園(畑)での栽培に加え,プランター容器での栽培も取り入れる｡

この方法により,作業を行う際,天候や気候の影響を受けにくいだけでなく,自分の作業(や

ること)が分かりやすく作業の見通しを持ちやすくする｡

●　プランターによる栽培を通して,生徒たち自身が,より｢自分(たち)が作る｣という意

識を持ち,自分の仕事に責任を持つことができるようにする｡

●　生徒自身が｢自分(たち)｣のサニーレタスを収穫することで,より達成感･成就感を味

わうことができるようにする｡

●　指導内容に販売活動を位置付け,収穫したサニーレタスを学校関係者や地域の人々に販売

する(配布する)機会を増やす｡このことにより,流通(金銭の取り扱い)といった社会を

意識できるような経験を広げるともに,望ましい対人関係の向上を図る｡

図4　『秋まき野菜の栽培』の指導の流れ

(5)題材及び指導内容の方向性について(9-3月)

『秋まき野菜の栽培』の指導内容を

整理するとともに, 9月から3月まで

の現行指導計画上の各題材における指

導内容の整理を行った｡

『秋まき～』については,草花,野

菜共に販売活動を位置付けるようにし,

収穫した作物を本校関係者だけでなく

学校周辺の人々にも販売する機会をこ

れまで以上に設けたい｡

このような活動を通して, "収益を

得る''達成感･成就感を味わえるよう

9月10月11月12月1月2月3月 

話 し .∠ゝ ⊂i い 活 ��種 ま き 俟"� 價ｲ��2�+��ﾋ��&�� �7b�8��92�5���� 俐ﾒ�Gﾂ�ｬr�販売活動 儂r�}�� 

罷I: パン ������

I 動 剴ｨ6ﾒﾒ�9�����.��V���.r�販売活動 ��

9月10月11月12月1月2月3月 

話 し .A tコ ��級 ��製 l二一 〇g �*�(2� 儉ﾂ� 儂r� ��ｲ��,"����お茶 ��販 ��皮 ��

い 港 動 刳n ��化 �?ﾉx��ﾝﾂ� �7h8ﾒ� 傲�� �ｲ�入浴 刺 ��兜 ��管 

図5　9月から3月までの指導内容の流れ
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な経験を増やすだけでなく,地域(社会)に出ていくこ

とで社会をより意識できるようになるのではないかと考

える｡

ハーブの栽培･ハーブ製品作りにおいては,野菜や草

花の栽培と同様に,販売活動を位置付けていくだけでな

く,より現実度の高い(商品価値のある)製品作りに取

り組めるようにしていきたい｡

ハーブ製品作りの様子

(6)年間指導計画の考え方

これまでの実践を通して,年間の題材配列及び指導内容の編成の在り方及び方向性について考

えると,以下の点にまとめられる｡

●　年間題材配列については,現行指導計画上に示されている題材を継続しながら,ハーブ

の栽培･ハーブ製品作りを4月から明確に位置付ける｡

●　年間の各題材の指導内容に,教育的ニーズへの対応を図るため,流通,販売,サービス

に関する内容を設定する(具体化する)｡

●　『春まき～』『秋まき一』共に,同じ学習活動の流れを組みながら, 『秋まき～』にお

いては, 『春まき～』の学習で身に付いた力を生かせるようステップアップした内容を用

意するとともに,具体的な支援の在り方の改善についても工夫する｡

(『秋まき-』では,教師の援助を減らすなど)

以上のような考え方を基に次年度以降は,表10に示した指導内容に沿って,年間の指導を行っ

ていきたいと考える｡

表10　題材及び指導内容の概要(軸12年度蟻)

●春まき野菜の栽培 

●春まき草花の栽培 

請 偃ﾒ�移 �.��栽 儉ﾂ�皮 

し �-ﾂ�剽h 僣B�

.∠ゝ 口 ↓ヽ �*ｲ�植 �&��管 理 ����:��省 

●秋まき野菜の栽培 

●秋まき草花の栽培 

請 偃ﾒ�移 �.��戟 儉ﾂ�皮 

し �-ﾂ�剽h �?�咤�4駛B�

/∠ゝ Fl Vヽ �*ｲ�檀 ����管 盟 ����:��省 

●ハープの栽培.ハーブ製品作り 

請 偃ﾘﾛr�販 儂r� ����販 儂r� ����販 儂r�

し �-ﾈ+R�秦 劍+R�売 劍+R�売 
∠ゝ �*ｸ桙�活 動 傲��定�ｨ�B� 傲��鎚�ｨ�B�活 動 傲��
口 い 劔�8ﾒ�*"�動 劍ﾏｲ�h�"�

※　販売活動の中には収護及び製品化を含む
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3　｢よさやできることを生かす｣ことにつながる支援の在り方とは

研究の理論で述べた"目指す授業像"を実現するために,教師はどのような具体的な支援を考

えていけばよいかを探った｡

(1)授業改善に向けて(基本的な考え方)

授業改善に当たって,農耕班では,以下の考え方を踏まえることにした｡

○　授業に入る以前の段階からすでに支援は始まっている｡学校生活や家庭生活の中で,

いかに目標意識や課題意識を持てるようにするかが大切｡

○　授業の導入は｢"生徒たち自身でできる"状況作り｣の段階である｡導入の時間の掛

け方は,生徒の実態に応じたものでなくてはならない｡

○　授業における展開部分は生徒一人一人が``できる状況''をいかに活用し可能な限り自

分の力で作業に取り組めるかということが大切である｡

○　授業の終末部分は,生徒たちがいかに本時の作業内容を振り返り, ｢何をしたか｣が

明確に分かるようにしなければならない｡また達成感〃成就感を味わうだけでなく, ｢次

の時間にはもっと00しよう｣という意識を持てるようにしなければならない｡

(2) 『秋まき野菜の栽培』における指導方法の改善

上述した授業改善に向けての基本的な考え方とPIOで述べた作業学習における目指す授業像

を踏まえ,農耕現の題材『秋まき野菜の栽培』における指導方法を工夫することとした｡

表口　指導方法の改善に当たって

軽業分析の観点(私だ郷目指す轢像) 倡y;�_ｹd�,ﾈ淤��,ﾈ7ﾈ48986r�

役割意識や責任感を 唳�i6ｸ自�ﾈ自�ﾈ*｢ﾈ齷Zｨ,ﾈﾞﾈｼh,�,(*(,Hﾊ�,ｨ+X/�+X,�*�.磯ﾘ,B�

持てるようにするために �.�.h*H,�+x.薬�(巉/�+x.�*�8*ｩZｨ*�.�,h*(*H+�,b��

可能な限り自分の力で 唳�i6ｸ自�ﾈ自�ﾈ*｢ﾈﾞﾈｼh,ﾉ(h,Rﾈ.h.一兒ｨ,ﾉ|ﾘ/�Jﾘｯh,X*ｸ.�.b�

取り組めるようにするために �*H,�+x.��ｲ�

(生徒自身が｢自分で考え,自分で取り組める｣ようになること) 

目標意識.課題意識を 唳�i6ｸ自�ﾈ自�ﾈ*ｨ齷Zｨ,ﾈ攣��,亢9WH*ﾘ+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.薬�

持てるようにするために 抽(齷Zｨ,ﾈ,x+�/��ﾈ,�+�,�.h*(,ﾈ*�8*ｩZｨ*�.�,h*(*H+�,b��

達成感.成就感を味わえる 唳�i6ｸ自�ﾈ自�ﾈ*｢ﾈﾚ�?ｨ,ﾈﾞﾈｼh,X,x/�,�+�,h/�+X+ﾘ,ﾈ*�*ｩZｨ*��るようにするo(｢自分の頑張ったこと｣が目に見えること) 

ようにするために 唳�i6ｸ自�ﾈ自�ﾈ*ｨ鵁鳧,ﾈﾞﾈｼh,���+X,H�9w�/�鰄,H.�.h*H,�+x.��ｲ�

(｢次はもつと頑張ろう｣という意識が持てるようになること) 

表11に示したしたポイントを踏まえ,具体的にどのように指導方法を改善していくかを,坐

徒の教育的ニーズの分析から導き出された`よさや興味のある活動'を配慮しながら,農耕班
I

における主な支援の観点ごとに整理すると表12のように示される｡
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表12　指　導　方　法　改　善　の　具　体　策

主な支援の観点 偖ﾙx�,ﾈ辷�,ﾈﾝﾘ.雲ｲ�具体的な指導方法の変更点及び改善策 

(『春まき野菜の栽培』から) 宙�x�-ﾈ*ｹnﾈﾝ�,ﾈﾜﾙGﾈ��*�.r��

栽培作物の選定 唳�i6ｸ+ﾘ+�,ﾉ�hｨ�,��xｽ�,萎ﾉZ�/�(b�一一可能な限り栽培が容易で,栽培期間も短い作 心に取り扱ってきたo教材によ二°て 兒�"綾8ﾝ笘/�w��8+x.薬�

(取り扱う教材) �,ﾒﾈﾜﾙGﾈｯｨｭH*ｩ+xｯｨ,�.ﾘ+ﾘ.�.�,ﾈ.��-また,一人一人が作業の見通しが持ちやすい 

あったo 况XｮﾘﾜﾙGﾈ*ｨ�)Eﾈ,�.�,ﾈ/�w��8+x.��ｲ�

栽培方法 唸7(6ｨ8ｹJｸ,XﾜﾙGﾈ+X+ﾙnﾈﾝ�/�E��,��-農園-の定植は継続しながらも,自分の作業 定植する方法が中心であった○ �*ｨ.h.瓜ｨ*�.�.(+x*ﾒﾈ-ﾈ+ﾙNHｧ)4豫yyﾘ.�+X.(+r�*(7h8�985��ｸﾜﾙGﾈ/�(i�8,h+x.��ｲ�

導入の在り方 陶�i6ｹ�8醜/����ｸ,�+X+ﾘ自�I;�?ﾈ,ﾂ�-導入の最初に,全員を対象にして大まかな見 

中で,写真や絵で表したカードを用 �,ｨ+X/�鰄+ﾘ+�+ﾘﾎ2ﾉJﾙ$)&丶ｸ.(ｻ8孜4�6ｨ�ｸ5�,��

いるなどして,時間を掛けて作業に ��+h,H抦�&8嶌+x.��ｸ+ｸ,ﾉ(h,Xﾊ�,ｨ+X,ﾈ鰄+ﾘ+��

対する見通しを持たせるようにした｡ 兩ｸ/�ﾔ姥h+Xﾞﾈｼh,���+X,H自�ﾈ自�ﾈ*ｨ�9w�/�鰄,B�.�.h*H,�+x.���

展開時の 唸�&8,X,ﾈｨ�:�/��雕+X788ﾘ6X4(�ｲ�-導入の途中から小集団に分かれ,その中で自 や農園において全員が同じ活動に取 兒ｨ,ﾉo�ｨB�ﾙ�8.ｩtﾚH*著/�k隕ﾘ,�+x.��ｸﾞﾈｼh�ｨ��

場の設定 �.��x-�.h*I�ﾙ.�+X,H*(+ﾚ��)Eﾈ,偉��は小集団ごと,または個別に対応できるよう弾 

りみんなと同じ場所で作業をするこ とを意識させてきた○ 處ﾙ�ｸ/�鰄+ﾘ+�.�.h*H,�+x.��ｲ�

CTとSTの 唸皦,�5H*ｩ(i�8,h,�,�,I�9�ﾈ/�F2�-→CTとSTがそれぞれ担当する小集団の把握 握するよう心掛け,STは特に配慮 �,�7x-��)Eﾈ,偉�.�<�.�,ﾉ�i6ｸ,儻H*ｸ,(*ｸ.�,R�

役割 �/�wh+x.��i6ｸ,儻H*ｸ,(*ｸ.�,X轌;���指導.援助に当たることは控えるようにする｡ 

〔認諾〕 �x�,�9h+ﾘ.�+�,h*ｩ�ﾘ*�,(+ﾖ��また教師は生徒からの自発的なかかわり見られ るまで,過度なかかわりを控えるようにするo 

終末における 唸ﾎ9]�WH*�/��8醜,Xﾗ8,�+ﾘﾎ8,ﾉ�IZ｢�-原則として小集団内で生徒の実態に応じて時 

間で,全体で集合し一人一人に対し 亊H/�ｧﾈ*�gｸ鳧,ﾈｧx�/�7H4(�ｸ6�6�6(4�,X*ｸ.��

て本時の作業内容を振り返るように �.h*H,蔚ﾘ廁/�ﾗ8*H�ｸ+ｸ,ﾈﾎ2ﾉLy�9�ﾈ,X*囲ﾘ*(,ﾂ�

してきた〇 ･本時の全体的な出来高を口頭で知 乖�:�/��ﾈ裴+Xﾘx*h.�.h*I�9�ﾈ,X,ﾉUﾘ廁/�ﾗ8*H.b�

評価の在り方 凾､にする0 -本時の一人一人の出来高について,量や質の 

らせたり,具体物を示したりするこ とが多かつた○ �7畏x*(*ｩZｨ*�.�.h*H雕ｦ�4�,���*h.��ｲ�

授業場面以外で 唸ﾜﾙGﾈｬyyﾘ+x.��8,Rﾉvｩ?ｨ+(,h,��R�一日分の仕事という意識をより強く持たせるた 

掛けを当番制にし,学校生活全般に �-��i6ｸ,�.h,�,H,ﾘ齷Zｨ齷�x,XﾜﾙGﾈｬyyﾘ/�+X,��

おいて管理を促す言葉掛けをしてき �*�.ｨ,�,�.x,�*(�8ｻX/��ﾙ.�+x.���ﾘ�x�,ﾉ_ｹd�.�ﾇ���+X,�*ｨ.rﾉ�h+ﾘ,鎚齷Z｢一��

の教師の働き掛 �+ﾖ��

け ∴十:∴∴ 唸�ｦ�+X+ﾘﾞﾉZ�/�ﾈｦX齪鰄,�,Hｴ�.��

ようにしていた○また｢附養まつり｣ 兒ｨ+ﾘ+�*ｨ�ｦ�+X+ﾘﾞﾉZ�/�gｸﾕｨｭhﾅx�(.)&闔h,ﾂ�

で販売したり,老人ホームの方々に ��ﾈ��,���+X,ILﾉHH+x.乖�:�/����4�,俎8*H+�,b�

プレゼントしたりしていた○ �,Rﾈ+8.x,�:ﾘ*ﾘｮﾈ-�/�ｫH+h.�+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*B��ｨ,�+x.薬�
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(3)授業分析から見えてくる具体的な支援の在り方
"目指す授業像"の実現に向け,これまで述べてきた指導方法の改善を図り,その授業分析

を通して,支援の在り方に関して以下のように導き出すことができる｡

○　生徒一人一人の教育的ニーズを踏まえた教師の支援を心掛けることが,より一人一人

を大切にした授業設計につながる｡ (｢鞠鯛舶胱j I縄蹴鞠離鵬する｣等喉拗ら)

○　授業の導入段階や授業場面以外で"できる状況作り"をしておくことが,展開部分で

生徒が主体的に作業に取り組むことにつながる｡

潤大輔スケ沈-ル軋｢傭踊･僻鵬写勅一軒等媒馴ら)

○　生徒一人一人に,授業において達成感〃成就感を味わえるようにし,次時の作業に対

する意欲を高めることが,自分(生鞋)捻りに目標を意識して作業に取り組むことにつ

ながる｡伸二-レタ桐畑縞壷j I臥臓売轍表｣等娠拗ら)

○　自分の作業の結果が周囲の人に認められることによって,自身のよさやできることを

認めることにつながり,もっと認められたいという社会的承認の欲求を生み出すことに

もつながる｡傭人脇目臓定｣ ｢醜騙す絹軌等喉桟から)

4　まとめ(作業に取り組む生徒の様子から)

これまで述べてきた,指導内容の選択･組織,日々の軽業分析によって導き出した支援の在り

方の具体化によって,以下のような生徒の姿が見られた｡

●　ハーブ製品,野菜の苗などを生徒たちが直接販売する活動を通して,自分の作るものに

対する責任感を持つようになっただけでなく,金銭の取り扱いに対する意識が高まってき

た｡また,売れたときの充実感を味わうことができたことで,働く喜びを感C,次の作業

に対する意欲も高まった｡

○　プラン幸一によるサニーレタスの定植作業を通して,農園(畑)での作業よりも自分の

作業に対する見通しが持てるようになり,意欲的に取り組む姿が見られるようになった｡

また,自分の作業に自信を持ち,教師の援助をできるだけ受けずに自分の力で取り組もう

とする態度が見られるようになってきた｡

上述した生徒の姿は,実践研究の成果と言

える｡

しかしながら,本研究で改善を図る題材及

び指導内容の取り組みは,まだ試行錯誤の段

階であり,明らかな生徒の変容を導き出すま

でには至っていない｡今後,理論研究で明ら

かになったことを踏まえて,.実践研究を継続

し,理論の検証をしていきたいと考える｡
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Ⅷ　　研究の成果と今後の課題

一人一人の生徒が自分のよさやできることを生かす作業学習の内容について 

成果:斑別作業においては,一人一人の生徒が自分のできることを生かして製作活動に当た

る様子が見られた｡製作品目や補助具の開発や柔軟な作業工程の設定等の結果と言える｡
l ､

教育的ニーズ-の対応を念頭に置いたコース別学習の取り組みは,生徒の興味や関心,

保護者のニーズに合致しており,研究の実際で述べたように一応の成果が上がっている｡

課題:　この研究で明らかにした｢卒業生や進路先の情報｣等を生かして,一人一人の卒業後

の生活,よさやできることを生かすことにつながる精度の高い教育的ニーズを導き出す

ことが必要である｡　　　　ら

コース別学習は教育的ニーズの中でも緊急度の高いニーズであった家庭生活に必要な

実際的な内容を取り扱う形態だけにその充実,題材,指導内容の整理が急がれる｡

卒業後に自分のよさやできることを生かして生活することにつながる支援の在り方について 

成果:　これまで大切にしてきた生徒に関する情報(初期アセスメント)に加えて生徒の具体

的かつ現実的な卒業後の生活に着目したことは,生徒や保護者が進路に対して現実的な

視点で考えるよい機会になった｡

授業分析の観点を絞り込み,授業に反映させることで,作業に主体的に取り組む生徒

の様子が多く見られるようになってきた｡

課題:　生徒の職業適性検査の結果や現場実習の評価を見てみると一般就労はもちろん福祉就

労においても意欲を持って取り組めていないといった課題が残る｡わたしたちの研究の

視点は地域社会からの要請に十分こたえ得るものであるか(生徒が社会の中で生かせる

内容であるか)ということについて検討が必要である｡

研究の深化とともに現場実習,進路学習と作業学習の結び付きを強くし,作業学習で

見られる主体的な姿を社会に出たときにも発揮できるように,充実させていくことも重

要である｡
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